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【１８】宿命特殊命式 

 

 

    ■宿命律音（しゅくめいりっちん）■ 

 

 二面性を持つ｡考え方が非常に変わりやすい｡裏表が極端に出てくる｡後天運で出たら､

一つの物事の分岐点といえる｡道が二つに分かれやすい｡ 

 

      生 生 生 

      日 月 年 

 

        甲  壬  壬  ⇒  甲 印 印  

       子  子  子  ⇒  印 印 印 

 

    一つのことを延々と守り続けることに役目を与えられた星です。 

 

    律音を宿命に持つと特殊な世界、特殊技能の世界、一つの仕事を延 

   々と続けることが役目として与えられています。何か特定の気を延々 

   と持続し、守り続けていくことを役目として与えられています。 

 

    何かを始めるとそれを延々と持続し続けることによって、新しい発 

   見や精神的価値の創造等が生まれやすい星です。 

 

    上記宿命は、相生格で、年と月が律音する宿命です。 

    相生格に、上記意味合いを加えて解釈します。 

 

 

    ■宿命納音■ 

 

 ある範囲を逸脱しない､行動が自然と用心深くなる｡生き方が大らかにならな 

い｡人生が閉ざしたものになりやすい｡人生の歩み方が非常に手堅いが､暗いムー 

ドを持つ。秘密主義という部分がある｡ 

 友人、兄弟が頼りにならない。精神的つながりだけの場合は、遠方の地にあ 

って、頼りになる存在となります。 

 

 

 

 


